
平成2９年度 交通事業予算概要

平成２９年２月１５日
京 都 市 交 通 局

（広報資料）

担当：交通局企画総務部財務課（８６３－５０８０）



１ 予算概要
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運送収益
209億円

その他 13億円

人件費

78億円

減価償却費等
15億円

その他 7億円

経常支出
215億円

経常収入
222億円

経常黒字
７億円

（１）経常損益の状況 （２）予算の主要数値

経費 115億円
（管理の受委託，
燃料費，修繕費等）

29年度予算 28年度予算 差引増△減

在 籍 車 両 数 ８０８両 ８０４両 ４両

走 行 キ ロ 数
〔 １ 日 平 均 〕

８６．５千㎞ ８５．８千㎞ ０．７千㎞

旅 客 数
〔 １ 日 平 均 〕

３６２千人 ３５３千人 ９千人

経 常 損 益 ７億円 ６億円 １億円

利 益 剰 余 金 ５８億円 ３４億円 ２４億円

年度末企業債残高 ４８億円 ５６億円 △８億円

○ 市バス・地下鉄中期経営方針に基づき更なる利便性向上を積極的に推進

・ 混雑緩和対策や通勤・通学時の乗車機会の拡大等路線・ダイヤの充実，安全運行の推進，周辺地域も含めた魅力ある
バス待ち環境の創出など，更なるお客様の利便性向上を図り，「市民の足」としての役割をしっかりと果たす予算として編成

○ １日当たりお客様数は，前年度比９千人増の３６万２千人

・ 路線・ダイヤの充実や，お客様サービスの拡充などにより，前年度予算に比べ，９千人の増加を見込み，運送収益は，
前年度比４億円の増収

○ 経常損益は，７億円の黒字を確保

・ 路線・ダイヤの充実など，利便性の向上を図りつつ，前年度並みとなる７億円の経常黒字を確保

○ 利益剰余金を市バスの充実とともに，地下鉄会計を支援するために活用

・ 利益剰余金（２７年度確定：２３億８１百万円）は，お客様の更なる利便性向上を図るため，市バス事業の充実に活用

（１０億７１百万円）するとともに，地下鉄会計の経営健全化を財政面から支援するために出資（１１億９千万円）

・ これまでからの出資に対して一般会計へ配当（１億２千万円）

自動車運送事業



２ 予算の重点
（２）魅力あるバス待ち環境の創出

ア 周辺部等におけるバス停上屋の整備など（４５箇所）【充実】

イ ソーラー式バス停照明の設置（１５０箇所）【充実】

ウ 地域，事業者等の協力によるバス待ち空間「バスの駅」の整備

（１０箇所以上）

エ インターネットを活用したバス接近表示器の設置（１５箇所程度）

オ バス接近表示器の更なる増設に向けた調査検討【新規】

カ ベンチの整備推進（４０箇所程度）

（１）路線・ダイヤの充実（２９年３月実施）

ア 混雑緩和に向けた主要系統の運行拡充

（ア）西大路通／金閣寺方面（204号，205号系統）の増便

（イ）東山通／清水寺・祇園方面（206号系統等）の増便

（ウ）京都駅と主要観光地を結ぶ急行系統の運行拡充

（二条城・金閣寺エクスプレス）

イ 通学系統の運行充実

立命館大学（衣笠キャンパス），京都産業大学，佛教大学

（紫野キャンパス）関係系統の増便

ウ 早朝・夜間時間帯の運行充実

（ア）回送バスの営業運行化により，早朝及び夜間時間帯

の運行を充実

（イ）深夜バスの運行拡充（コトキン・ライナーリレー号）

エ 便利にご利用いただける路線・ダイヤ編成

（ア）鉄道との乗継利便性の向上

・四条河原町経由への経路変更（京都岡崎ループ）

・京阪電車，東山方面の市バスとの乗継利便性の向上

（南5号系統）

・京都駅，南区総合庁舎へのアクセス向上（16号系統）

（イ）ダイヤ調整による乗車機会の拡大

・西大路四条→京都駅方面の等間隔運行（26号系統と

28号系統のダイヤを調整）

オ 地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

北区柊野学区（特37号系統の本格運行化）

（３）安全運行の推進

ア 有責事故件数の削減に向けた安全運転訓練車の導入【新規】

イ 車椅子をご利用のお客様のより安全なご乗車のための新型車椅子

固定ベルトの導入【新規】

ウ 前方確認補助のための車外ミラー増設【新規】

エ 車両路肩灯のLED化【新規】

（４）お客様サービスの拡充等

ア ＩＣ定期券及びＩＣカードによる乗継割引の運用開始（２９年４月） 【新規】

イ 上賀茂・西賀茂地域の均一運賃区間の拡大（２９年３月）【新規】

ウ 全てのお客様にわかりやすい車内案内表示のためのモニター増設

及び多言語化【新規】

エ バス停などで市バスの乗り換え案内などを行う京都市バス“おもてなし

コンシェルジュ”の拡充【充実】

オ 北大路バスターミナルのオートドアの改修及び各のりばの案内表示の

多言語化

カ 混雑緩和に向けた「前乗り後降り」方式の検討着手【新規】

キ 一日乗車券カードの価格適正化及び京都観光一日乗車券等の値下げ

に着手【新規】

ク 今後１０年間の新たな「経営ビジョン」策定着手【新規】



区 分 29年度予算 28年度予算 差引増△減

経

常

損

益

億 百万円 億 百万円 億 百万円

営 業 収 益 219 67 215 84 3 83
う ち 運 送 収 益 208 97 205 28 3 69

営 業 外 収 益 2 33 1 91 42

収 入 計 222 00 217 75 4 25

営 業 費 用 208 90 205 35 3 55
う ち 人 件 費 78 30 77 64 66
う ち 経費(管理の受委託，燃料費，修繕費等) 115 17 111 16 4 01
う ち 減 価 償 却 費 等 15 43 16 55 △1 12

営 業 外 費 用 6 21 6 09 12
支 出 計 215 11 211 44 3 67

差 引 6 89 6 31 58

純 損 益 6 89 6 31 58

利 益 剰 余 金 57 84 33 72 24 12
利 益 剰 余 金 予 定 処 分 額 23 81 10 58 13 23

資

本

的

収

支

収 入 6 31 10 01 △3 70
う ち 企 業 債 4 98 7 75 △2 77
う ち 補 助 金 1 32 1 96 △ 64

支 出 51 28 42 88 8 40
う ち 建 設 改 良 費 23 81 29 89 △6 08
う ち 企 業 債 償 還 金 13 87 12 49 1 38
う ち 地 下 鉄 会 計 出 資 金 11 90 1- 11 90
う ち 一 般 会 計 納 付 金 1 20 1- 1 20

差 引 △44 97 △32 87 △12 10
資 金 剰 余 額 10 67 12 91 △2 24

年 度 末 企 業 債 残 高 47 85 56 40 △8 55

３ 財政状況（前年度予算からの増減） （税込額）
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運輸収益
266億円

34億円

27億円

人件費

58億円

89億円

130億円

経常支出
353億円

経常収入
335億円

経常赤字
1８億円

１ 予算概要

支払利息
64億円

一般会計補助金
8億円

その他

長期前受金戻入

減価償却費等

その他 12億円

（２）予算の主要数値

経費

29年度予算 28年度予算 差引増△減

在 籍 車 両 数
２２２両
[３７編成]

２２２両
[３７編成]

－

走 行 キ ロ 数
〔 １ 日 平 均 〕

５７．０千㎞ ５７．０千㎞ －

旅 客 数
〔 １ 日 平 均 〕

３７８千人 ３７３千人 ５千人

経 常 損 益 △１８億円 △４億円 △１４億円

現 金 収 支
（ 償 却 前 損 益 ）

７３億円 ８５億円 △１２億円

資 金 不 足 比 率 ※ ２１．４％ ７．２％ １４．２ﾎ゚ｲﾝﾄ

年度末企業債等残高 ３，６５６億円 ３，７９２億円 △１３６億円

（１）経常損益の状況

１日当たり
赤字額
5百万円

※ 平成29年度は，資金不足比率が経営健全化基準である20％を上回るため，引き続き
経営健全化団体として経営健全化計画を推進。

○ 市バス・地下鉄中期経営方針に基づき，経営健全化を着実に推進
・ お客様サービスの向上，安全対策，更なる増収増客の取組とともに，一般会計からの必要な支援，市バス事業か
らの新たな出資の受け入れにより，経営健全化を着実に推進する予算として編成

○ １日当たりお客様数は，経営健全化計画の目標を更に上回る３７万８千人

・ 地下鉄・市バスを京都のまちづくりに更に活用するための，民間の事業者等にも参画いただく新たな体制の構築や

事業展開などにより，前年度予算に比べ，５千人の増を見込み，運輸収益は前年度比２億円の増収

○ 一般会計からの補助金が大きく減少するなか，経常損益の赤字を１８億円に抑制

・ 一般会計からの補助金が大きく減少（△２０億円のうち，特例債元金償還金補助金△１８億円）するなか，計画に掲

げた１日当たりお客様数の更なる上乗せや駅ナカビジネスの積極的展開等により， 前年度予算から１４億円の収支

悪化にとどめる１８億円の経常赤字に抑制

○ 企業債等残高見込は，３，６００億円を上回り，依然厳しい経営状況

18年度の
1日当たり赤字額
46百万円

ピーク時
20年度 4,922億円

高速鉄道事業



２ 予算の重点
（４）お客様サービスの向上

（５）一般会計等からの支援等（３）安全対策等

ア 烏丸線ホーム車掌用モニター設備の増設による安全対策

の強化（北大路駅，今出川駅） 【新規】

イ 車両扉指詰め警告テープの設置【新規】

ウ 駅出入口への止水板等の設置による浸水対策の強化

エ 地下鉄車両車内灯及び駅照明のＬＥＤ化の推進

ア 朝夕の通勤・通学時間帯における烏丸線の増便（４便）

の実施（３０年３月目途） 【新規】

イ ＩＣ定期券及びＩＣカードによる乗継割引の運用開始

（２９年４月）【新規】

ウ 地下鉄と他社とのＩＣ連絡定期券の拡充に伴うシステム改

修（ＪＲ西日本，阪急…３０年４月予定）

エ 利用者に分かりやすい駅構内案内サインの整備推進

オ 車内案内表示装置等の４箇国語対応の推進

カ 無人改札口へのIC対応型多機能インターホンの設置

(今出川駅，烏丸御池駅）

キ トイレのリニューアル（五条駅，鞍馬口駅，竹田駅）

（五条駅２９年度，鞍馬口駅，竹田駅２９～３０年度）

ク 床面コーティング等によるトイレの美化推進（全駅）【新規】

ケ 優先座席エリアのリニューアル【新規】

コ 京都観光一日乗車券等の値下げに着手【新規】

サ 烏丸線車両の新造に係る懇談会の設置【新規】

ア 経営健全化対策出資金の受け入れ

イ 高資本費対策補助金（任意補助）の計上見送り

ウ 市バス事業からの出資金の受け入れ【新規】

エ 今後１０年間の新たな「経営ビジョン」策定着手 （間断な

く経営健全化を推進するための「経営ビジョン」）【新規】

ア 「コトチカ北大路」の設置に向けた工事（２９年度開業）

イ 新たな駅ナカビジネスの展開に向けた各駅の総点検

ア 地下鉄・市バスを京都のまちづくりに更に活用するため

の，民間の事業者等にも参画いただく新たな体制の構築

や事業展開【新規】

イ 新体制の下，沿線施設や区役所・支所と連携したイベン

トの開催など，全庁を挙げた取組の推進

ウ 駅ナカビジネスの積極的展開や，大学・企業と連携した

駅ナカアートプロジェクトの充実など，駅の魅力向上

エ 沿線区役所とも連携した地下鉄東西線開業２０周年記

念イベントの開催【新規】，夏休み親子施設見学会の開催

及び地下鉄・市バス応援キャラクターを活用したＰＲ活動

の更なる展開

（１）増収増客策

（２）駅ナカビジネスの積極的展開

収入額 28予算：9.0億円→29予算9.8億円



区 分 29年度予算 28年度予算 差引増△減

経

常

損

益

億 百万円 億 百万円 億 百万円

営 業 収 益 292 23 289 73 2 50
う ち 運 輸 収 益 265 68 263 76 1 92

営 業 外 収 益 42 48 61 94 △19 46
う ち 一 般 会 計 補 助 金 8 30 28 17 △19 87
う ち 長 期 前 受 金 戻 入 33 80 33 37 43

収 入 計 334 71 351 67 △16 96
営 業 費 用 277 11 269 96 7 15

う ち 人 件 費 58 09 56 62 1 47
う ち 経費（動力費・修繕費等） 88 62 87 69 93
う ち 減 価 償 却 費 等 130 40 125 65 4 75

営 業 外 費 用 75 81 86 02 △10 21
支 出 計 352 92 355 98 △3 06
差 引 △18 21 △4 31 △13 90

現 金 収 支 72 61 84 96 △12 35
純 損 益 △18 21 △4 31 △13 90
△ 累 積 欠 損 金 △3,108 01 △3,112 74 4 73

資

本

的

収

支

収 入 370 21 283 91 86 30
う ち 企 業 債 261 84 179 54 82 30
う ち 補 助 金 6 13 8 07 △1 94
う ち 出 資 金 101 21 96 26 4 95

（ 経 営 健全化対 策出資金 ） 64 46 72 33 △7 87

（ 市 バ ス 会 計 出 資 金 ） 11 90 － 11 90

支 出 445 84 380 71 65 13
う ち 建 設 改 良 費 105 98 103 48 2 50
う ち 企 業 債 等 償 還 金 339 86 277 23 62 63

差 引 △75 63 △96 80 21 17
△ 累 積 資 金 不 足 △309 19 △309 18 △ 1
資 金 不 足 比 率 21.4％ 7.2％ 14.2ﾎﾟｲﾝﾄ
年 度 末 企 業 債 等 残 高 3,655 85 3,791 98 △136 13

３ 財政状況（前年度予算からの増減） （税込額）


